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花
の
寺
　
應
聖
寺

ハ
ナ
ノ
キ
（
花
の
木
）
は
ム
ク
ロ
ジ
科
カ
エ
デ
属
の
落
葉
高
木
。

カ
エ
デ
の
仲
間
で
あ
る
。
ハ
ナ
カ
エ
デ
と
も
言
う
。
樹
高
は

3
0
m
に
達
す
る
。
雌
雄
異
株
。
冬
芽
は
濃
紅
色
に
な
る
。
花
期

は
4
月
で
、
葉
が
展
開
す
る
前
に
赤
い
花
を
咲
か
せ
る
。
日
本
の

固
有
種
で
、
長
野
県
南
部
・
岐
阜
県
南
部
・
愛
知
県
北
東
部
の
3

県
県
境
の
お
も
に
木
曽
川
流
域
の
山
間
湿
地
に
自
生
し
、
長
野
県

大
町
市
の
居
谷
里
湿
原
に
隔
離
分
布
す
る
。
自
生
地
は
山
間
の
川

岸
や
湿
原
な
ど
の
湿
地
。
滋
賀
県
の
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
自
生
地
か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

自
生
地
な
ど
が
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
他
、
愛
知

県
の
県
木
と
も
な
っ
て
い
る
。
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
應
聖
寺
の
ハ
ナ
ノ
キ
は
樹
齢

約
1
0
0
年
、
兵
庫
県
の
西
部
地
域
に
生
育
し
て
い
る
経
緯
は
不

明
で
す
。

春
は
深
紅
の
花
、
晩
秋
に
は
綺
麗
な
紅
葉
を
見
せ
て
く
れ
る
ハ
ナ

ノ
キ
を
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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